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霧隷鰯麟
難灘．講麗灘繊．雛、苺

ヘリコフターに乗ってみたいなあ一。

　9月5日、交通安全フェアのため飛来

した県警ヘリコプター「こしかぜ号」の

見学会です。

　「大きいな、どうして飛ぶのかな？」園

児たちは、好奇な目で交通安全を学んで
’
い
ま した。　（関連記事8ぺ一ジ）
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〈
村
税
の
内
訳
〉

1，／20万6干円

』　（2．3％）
その他たばこ税

2，337万4干円
　（4．6％）、

』　　　固定資産税
　3億2，352万4干円

　　　　（64．7％）

（鷲驚，干円）

村民税
1億4，／9／万8干円

（28．4％）

霧

　
覇
鐵
撞
繕
礒
麟
難
蕪
蕃
謹
幾
齢
ま
懸
肇
遷
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額
叢

棄
懸
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罵
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羅
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灘
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諜
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搦
議
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灘
認
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．
轟
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灘
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縫
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．
灘
繭
綴
懸
縫

棄
癬
、
藩
縷
蕪
獲
毅
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糠
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嚢
．
繕
の
灘
難
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灘
叢
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糞
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糠
巻
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繋
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謙
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繕
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灘
羅
め
繕
醤
繭
蒙
覇
健
養
弱

羅
蕪
鱒
愚
爾
鞭
繭
欝
蓬
霧
難
轟
諜
縷
糞
藩
．

酎磯
歳入

地万交付税
／5億8，093万6二F円

　　　　（43．9％）

燃
．
灘
　
郷

蕪
鐵
縫

　
難

　
縫
．

　
灘鰯灘

　
欝

礁

税
鋸
露
儒

難
億
、

黍
響

　　　　　　惣
　　　　　翻

　　　簿　　撃

　妻
　，0

債
露

　
7
0
乞

村
樹
q
鯨
響

　
　
　
　
勿
勿

　
　
魁
．
φ

讃竃蚤．

　　　　　興　　　　　／億8，589万8千円
盗　　．．羅罎爾囲（5．1％）

難謹雛　　　繰越金　u　　　　　　●
　　　　　6，810万8千円（／．9％）

3億398万6干円（8．4％）

翻

糠
　
簾
襯
縫
　
襲
　
　
　
灘
　
灘

騨………萎iii墾…1

纏
甲

六
千
六
百
万
円
の

　
　
　
　
　
　
黒
字
決
算

　
平
成
二
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算

は
、
入
っ
た
お
金
（
歳
入
）
が
三
十

六
億
五
百
二
十
七
万
二
千
円
、
使
っ

た
お
金
（
歳
出
）
が
三
十
四
億
三
千

五
百
七
十
四
万
五
千
円
と
な
り
、
差

し
引
き
一
億
六
千
九
百
五
十
二
万
七

千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
形
式
収
支
に
温
泉
堀
削
を
繰

越
し
た
分
（
繰
越
明
許
費
）
九
千
万

　
　
　
　
　
　
　
　

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
七

千
九
百
五
十
二
万
七
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
前
年
度

繰
越
し
た
六
千
八
百
十
万
八
千
円
を

　
　
　
　
　
ボ
　

差
し
引
き
、
財
政
調
整
積
立
金
を
加

え
た
実
質
単
年
度
収
支
は
六
千
六
百

二
十
一
万
八
千
円
の
黒
字
と
な
り
、

前
年
度
対
比
二
〇
・
五
響
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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　　　　　　　　　嫌　　　　　　　　酵　　　　　　覇　　　　　鱗　　　　謹　　　繕鞭．撚纏難灘鶴製纏灘懸魏轟

　
　
歳
　
入

自
主
財
源
率

　
　
　
　
三
割
を
割
り
込
む

　
入
っ
た
お
金
の
中
で
一
番
多
い
の

が
地
方
交
付
税
（
前
年
対
比
四
・
八

響
）
で
す
。
そ
の
次
が
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
た
村
税
（
前
年
比

※2財政調整積立金　住民サービスの低下をきたさないよ

　う当該年度だけでなく翌年度以降における財政状況をも

考慮して積立られた積立金。

※1実質収支　上記の現金収支（形式収支）から翌年度へ

　繰り越すべき財源などを差し引いた当該年度に属すべき

　収入と支出との実質な差額。



、

り

　　総務賛
7億4，39／万6二F円

　　　（21．7％）

出歳

　農林水産業賛
7億4，／76万5干円

　　　（24．6％）

億
万
円

34

74

干

　
　
F
．
》
F
》

　
　
　
ワ

　
　
3

　
円
　
千
　
　
賛
万
　
　
の
　

育
認
跳
翻
a

教
馴
q

曼
e
ψ

　　　士木費
　　4億3，279万7千円
　　　（／2．6％）

　　　　　　　　珍
　　　　　　　毎　　侮
　　　　　　ハ　　　　物
　　　　　　、ゾ　　帝
　　　　　　　　　　　魏
2億9643万2干円　　　姥
（8．赫）　　懸醒．　鯉

2億3，046万2干・円

　　　　（6．7％）

／億8，76／万8千円（5．5％）

　　　　　2億6，887万3二F円（7．8％）

無

会計鋼 歳　　薫 歳　　崩 叢引収支

国保1事業） 5億逢，744万評罵 蓬億攣，騒02寿舶澗 5，2薮万馨千円

国保（施設） 8，細万帯円 8，婁簿万斜禰 130万黛千周

簡易水道 穣，麹2万8華鶏 4，雛8万1華円 2，3簿万7千円

老人保健 4億8，魏3羅欝華円 4億窓，始獄薄帯需 5万9千需

　員　『　厨
一〔

　都　嵐
董
儒一一

〈
性
質
別
経
費
〉

投資的経費

12億6，866万9干円
（36．9％）

　　　　　その他
　　　6億2，696万9干円

　　　　　（18．4％）

補助賛
2億5，245万8干円
（7．3％）

　　　　物件賛
1馴謝5干円／

　　人件費
7億2，／34万5千円
　　（21．0％）

　＼》／公債費
2億9，433万9干円

　　＼（8．5％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嵐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　繰
　　　　　　　　　　　　　　　　　融
　　　　　　　　　　　　　　　　慧

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　畜

　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　凧　　　　　　　　　　　　　耀　　　　　　　　　　　謝　　　　　　　　　澱　　　　　　　獣　　　　　難　　　灘
　　一　　　　　　　　　　　　　　　一

　一導1峯1戸

八
・
六
響
）
で
、
中
で
も
固
定
資
産

税
の
償
却
資
産
が
特
に
伸
び
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
村
情
報
連
絡
施
設
（
広

報
無
線
）
、
リ
ー
ス
工
場
、
温
泉
堀
削

な
ど
の
事
業
の
た
め
村
債
が
四
二
・

四
響
も
伸
び
村
税
に
続
い
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
も
教
員
宿
舎
建
設
に
伴

い
五
〇
響
と
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
大
き
く
減
少
し
た
の
は
、
諸
収
入

で
前
年
度
対
比
七
六
・
一
響
も
減
少

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
東
京
電
力
送
電

線
鉄
塔
建
設
に
伴
う
村
道
、
林
道
、

農
道
の
補
修
補
償
金
の
減
に
よ
る
も

の
で
す
．

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
性
質
別
歳
入

状
況
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
自
主
財
源
比
率
（
村
税
、
諸
収
入

な
ど
で
村
が
独
自
で
ま
か
な
え
る
財

源
割
合
）
は
、
平
成
元
年
度
三
九
・

一
響
、
昭
和
六
十
三
年
度
三
二
・
六

響
と
年
々
好
転
し
て
き
た
の
で
す
が
、

二
六
・
四
絆
と
三
〇
響
を
割
り
込
み

ま
し
た
。
こ
れ
は
過
去
二
箇
年
が
鉄

塔
工
事
に
伴
う
補
償
な
ど
で
諸
収
入

が
大
き
か
っ
た
た
め
で
、
こ
れ
ら
の

収
入
を
除
く
と
今
後
も
三
〇
響
を
割

り
込
む
状
況
と
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
依
然
と
し
て
七
〇
幹

を
超
え
る
依
存
財
源
に
た
よ
ら
ざ
る

を
得
な
い
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う

す
。
こ
の
こ
と
を
な
か
ば
自
嘲
的
に

三
割
自
治
と
い
う
言
葉
で
使
っ
て
い

平成3年10月10日広報躍”宣と：3
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縦鯉

村
の
財
産

農村情報連絡施設（広報無線）開局

基　金

建設墓金4億麗◎蘇圏
麟葛愚逡創盤墓金　違億籔，緊護⑧灘　闇

璽墨獄琳磯調整墓金　　＄億＄，籔⑧菊磯繋團

環麓整備墓登　露纈，弱⑧霧　圏
』教癒施綴i整備墓灘　蟹灘，灘⑧灘　隅

蒐懇繕難縫進墓饗　雛慧，＠⑧⑧欝　駕

國繰購磯調整墓鰹　　裟億塗，麹◎欝　　闇

懸　　⑳　　継　　蟹灘，麗慧灘馨離團

　　　　謙　　　　　麗億蔭，鱗籔灘3繋團

教員宿舎「ULY中里」（通り山）

36．693m2建物

鑛1，907m2

1，891m2

1，794m2

山　林i小学校
　　　：
　　　り小学校：中学校
　　　：
　　　き
中学校i保育所
　　　：
　　　ログラウンドi体育館
　　　：
　　　り
運動公園i役　場
　　　；
　　　きその他iその他

土地105．8ha

5．Oha

4．4ha

1．5ha

1．Oha

6．1ha

〈村の財産〉

　村では特定の目的のために次のような

基金を積み立てています。また、事務や

事業を行うために次のような財産があり

ます。

〈村の借金（村債）〉

　村が事業を行うのに必要な財源調達手

段として予算に定めて長期的に借りた債

務です。

村
の
借
金

2億345万円（8．7％）

ま
す
が
、
自
主
性
の
あ
る
行
財
政
運

営
を
行
う
た
め
に
も
で
き
る
だ
け
自

主
財
源
で
賄
え
る
よ
う
村
政
に
努
力

し
ま
す
。

　
　
歳
　
出

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に

　
　
　
　
力
を
入
れ
ま
し
た

　
次
に
使
っ
た
お
金
（
歳
出
）
に
つ

い
て
目
的
別
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
総
務
費
で
す
が
、
前
年
度
に

比
べ
三
億
八
千
万
円
（
三
三
・
八
智
）

も
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
各
種
目

的
基
金
へ
の
積
立
が
前
年
度
に
比
べ

減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
土
木
費
に
つ
い
て
も
、
道
路
改
良

事
業
費
の
減
少
に
よ
り
九
千
万
円

（
一
七
・
四
軒
）
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
農
林
水
産
業
費
、

教
育
費
に
つ
い
て
は
、
農
業
構
造
改

善
事
業
の
農
村
情
報
無
線
施
設
（
広

報
無
線
）
、
第
三
期
山
村
振
興
事
業

（
林
道
西
方
線
開
設
）
の
増
加
や
、

教
員
宿
舎
建
設
に
よ
り
、
農
林
水
産

業
費
が
一
億
二
千
万
円
（
一
九
・
六

軒
）
教
育
費
が
二
億
百
万
円
（
六
〇
・

六
軒
）
と
大
き
く
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
歳
出
の
状
況
を
性
質
的
に
み
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
各
種
委
員
の
報
酬
や
職
貝
の
給
与

や
公
債
費
な
ど
義
務
的
経
費
は
、
三

千
七
百
万
円
（
三
・
六
響
）
増
加
し

歳
出
総
額
の
三
一
・
六
軒
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
長
期
的
に
皆
様
が
鮨

受
益
を
受
け
る
普
通
建
設
事
業
な
ど

の
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
に
対
し
一
億
四
百
万
円
（
九
・
○

響
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
先
ほ
ど
説
明
し
ま
し
た
農
村
情
報

連
絡
施
設
、
教
員
宿
舎
建
設
な
ど
国

県
補
助
事
業
費
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
単
独
事
業
費
に
お
い
て
は

一
千
万
円
（
一
・
五
軒
）
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
ほ
か
、
ハ
ー
ド
事
業
の
よ
う

に
表
面
に
は
現
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
皆

さ
ん
の
健
康
を
守
る
各
種
検
診
や
指

導
、
老
人
や
児
童
福
祉
施
策
、
雪
原

力
i
ニ
バ
ル
や
と
き
め
き
を
食
う
会
、

村
民
体
育
大
会
や
社
会
教
育
学
級
な

ど
も
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト
的
な
事
業

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃

せ
な
い
実
績
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ

ト
面
両
面
に
わ
た
っ
て
「
心
あ
た
た

か
く
住
み
良
い
、
活
力
の
あ
る
村
づ

く
り
に
」
村
の
大
切
な
お
金
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
は
左
表
の

と
お
り
で
す
．

　
特
別
会
計
・

　
国
保
や
簡
易
水
道
の
よ
う
に
特
定

の
歳
入
歳
出
を
も
っ
て
充
て
る
特
別

会
計
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
質
収
支
が

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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灘

〔上原正孝氏略歴〕

　十日町高校卒、

収入役室長、税務

課長、産業課長、

農政課長、農業委

員会事務局長、総

務課長、選挙管理

委員会書記長など

歴任。55歳（上山）

　逡鱒麓．縣婁撚教欝長の職懇お引

き灘灘擁織き籔魏翻諜毬盤、鰹懲i

譲艶還鱗i灘騰饗．選識鰯難難

勲。一盤懸嚢鞭膿難謙鰺懇懇誘蓬羅

灘縁羅蟻難鐵i雛．顯羅撤⑳綴薬1滋

韓墨懸磯教灘禰灘爆叢鰭難嚢癩薫蒙聯

麟謹懸難翻麟。欝臆謎熱慧、驚毯耀

勢灘鰭繊霧懇戴馨瀞欝i趨糀葛愚繕毬

灘蕪．繕緩i綴嚢⑳教灘羅i熱麟愚謬糞

援逡灘携鐵馨嚢叢鋤灘灘饗．灘鱒慈

籔籔撚灘鐵鐵。

教
育
長
に

　
　
　
　
　
上
原
正
孝
氏
就
任

　
四
月
．
か
ら
空
席
だ
っ
た
教
育
長
に
上
原
正
孝
氏
が
十
月
一
日
よ
り
就
任
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
九
月
二
十
日
の
定
例
議
会
で
教
育
委
員
の
選
任
同
意
、
九
月

二
十
四
日
の
教
育
委
員
会
互
選
、
そ
し
て
十
月
一
日
付
け
の
県
教
育
委
員
会
の

承
認
に
よ
り
就
任
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

新しい職務に頑張ります

　　一役場人事異動一

懸1

村では教育長人事に伴い、次のとおり職員が異動しました。

　　　　　　　　　　（）は前職

上　原　正　孝　（総務　課　長）

難

【9月30日付退職1

【10月1日付異動】

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

長
長
長
佐
事
佐

課
室
課
踊
惨
踊

　
役
　
課
一
．
田
課

政
入
民
黙
蘇

農
収
住
住
農
農

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（

巳
巌
寿
寛
勇
平

寛
　
昌
嘉
　
詔

木
島
井
田
原
山

鈴
太
涌
藤
桑
村

長
長
長
長
長
扱

　
　
　
　
所
取

　
　
　
　
育
務

　
　
　
室
保
事

課
課
課
役
灘

　
　
　
　
補
整

務
民
政
　
長
地

　
　
　
入
課
農

　
　
　
　
課
課

　
　
　
　
民
政

総
住
農
収
住
農

磁民融襲藪募集結暴

翌

、譲　　　　　　　　　　　　　　　騒　’

　　　　　　　　　　難’，
　　　　　　　　　　鑛
　　　　　概　　　　　　　　　　霧
　　　　　　　　　　　罷　　　　　襯
　　　　　熱い温泉が出た（宮中）

　　　あなたのために

　　　　こんな事業が

　　　　一般会計

　　　　　　おもな使い道

　◎総務費

　　●憩いの里づくりコンサル　　　　　3，000

　　●リゾート特産品開発　　　　　　　3，000

　　●雪原カーニバル、ときめきを食う会

　　　　　　　　　　　　　　　5，000
　　●集落住環境整備事業（新里、如来寺、山

　　崎、荒屋）　　　　　　　　　　　1，915

　　●克雪タウンコンサル　　　　　　　5，840

　　●克雪住宅等資金貸付（29件）　　64，216

　◎民生費

　　●恵福園短期保護事業　　　　　　3，019

　　●障害者、老人医療費助成　　　　　3，437

　　●老人福祉大会　　　　　　　　　　1，932

　◎農林水産業費

　　●県営ため池等整備事業（清田山、田代、

　　東田尻、小出、小俣倉）　　　　83，634

　　●団体営地すべり関連事業　　　　109，924

　　●新農構区画整理（如来寺）　　　54，600

　　●　〃　農村情報連絡施設（無線）97，132

　　●林道開設（西方線、角間土倉線）60，224

　　●林道改良（小沢東山線、小松沢線、角間

　　土倉線）　　　　　　　　　　　21，623
　　●林道舗装（小沢東山線）　　　　18，457

　◎商工費

　　●商工会育成事業　　　　　　　　3，589

　　●新商店街建設準備会補助事業　　　1，039

　　●清津峡事故対策事業　　　　　　2，130

　◎土木費

　　●村道改良（土倉倉下線外8路線）124，711

　　●村道舗装（重地小出線外9路線）　49，997

　　●建設機械整備（除雪ドーザー）　17，952

　　●除雪経費（委託延長、47．6km）　62，619

　◎教育費

　　●教員宿舎LILY中里建築工事　　231，882

　　●倉俣小グラウンド前庭整備工事　9，575

　◎衛生費

　　●各種検診委託　　　　　　　　　13，042

　　●津南衛生施設組合負担金　　　　59，348

　　●小型合併浄化槽設置事業　　　　3，603

　●村営墓地造成事業　　　　　　　7，317
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敬
老
の
日
の
九
月
十
五
日
、
お
年

寄
り
の
長
寿
を
祝
い
、
生
き
が
い
と

健
康
を
高
め
る
機
会
に
し
よ
う
と
、

第
十
二
回
老
人
福
祉
大
会
が
中
里
中

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
者
は
、
大
正
七
年
三

月
三
十
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

（
七
十
三
歳
以
上
）
約
六
百
八
十
人

の
内
、
約
四
百
人
が
元
気
に
出
席
し

て
お
互
い
の
長
寿
を
喜
び
あ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
「
皆
様
方
が
健
康
で
幸

せ
に
暮
し
て
い
け
る
よ
う
最
大
の
努

力
を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
」
。
と
村
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
対
象
者
全
員
に

お
祝
い
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
る
と
と

も
に
、
七
十
七
歳
の
喜
寿
者
五
十
二

名
、
八
十
歳
の
方
三
十
九
名
、
八
十

八
歳
の
米
寿
者
十
四
名
、
九
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
四
名
の
方
々
に
祝
詞

と
記
念
品
が
、
中
里
村
、
新
潟
県
郡

老
連
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
外

に
、
金
婚
夫
婦
十
五
組
と
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
夫
婦
五
組
に
、
祝
詞
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
る
と
同
時
に
幼
児
か
ら

花
束
も
手
渡
さ
れ
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
じ
い
さ
ん
・

お
ば
あ
さ
ん
へ
お
嫁
さ
ん
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
村
山
ス
ミ
（
田
沢
）

さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
を
い
た
わ
る
暖

か
い
発
表
が
あ
り
、
み
な
さ
ん
に
感

動
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
第
二
部
の
祝
宴
で
は
、
寿

扇
の
会
（
代
表
桑
原
ク
ニ
）
、
さ
つ
き

会
（
代
表
高
橋
秀
）
、
中
園
会
（
代
表

江
口
悦
子
）
の
見
事
な
踊
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
．

　
こ
れ
ら
の
会
や
地
区
婦
人
会
な
ど

約
七
十
人
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
こ
の
大
会
が
無
事
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
た
い

へ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
だ
れ
も
が
い
つ
か
は
老
い
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
日
だ
け
の
”
敬
老
”

で
は
な
く
毎
日
を
敬
老
の
日
と
思
っ

て
お
年
寄
り
を
だ
い
じ
に
し
た
い
も

の
で
す
ね
．

　
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
長

寿
を
お
祝
い
し
、
当
日
出
席
し
た
長

寿
者
と
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
、

金
婚
夫
婦
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

ご
近
所
の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
に
、
お
祝
い
の
言
葉
を
か
け
て
あ

ヂ
ま
し
ょ
う
。

O

壱
壱
九
十
五
歳
以
上
壱
壱

　　　　　　　　　葺．　　　　　　　　越
　　　　　　　鍵
　　　　　　難　　　　　灘　　　　懸　　　難　　灘　辮饗

　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　畿　　　　　　　灘　　　　　　灘　　　　　　叢　　　　　総　　　　懸　　　灘　　懸　繋灘

小山サエさん
　（田沢）

上原貞策さん
　（上山）

条
壱
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
壱
斎

　
　
　
　
夫
婦

藤田元太郎・タケさん
　　　（本屋敷）

　　　　　灘　　　　縫　　　灘　鑛懸

　　　　　藩　　　　灘　　　鐵　　霧　懸　霧樋

　　　　　霧　　　　懸　　　灘　難灘
吉楽富和・トノさん
　　　（上山）

斎
斎
金
婚
夫
婦
斎
壱

碁

村山勝次・しづなさん
　　　（東田沢）

山田正平・トワさん
　　　（上山）

井ノ川市治・ハマさん
　　（本屋敷）

雛
　

　
　
冴
’

渡辺新作・スミヰさん
　　（高道山）

渡辺増蔵・千代さん
　　（高道山）

富井利常・ミユ
　（市之越）

樋口保太郎・フヂイさん
　　　　（山崎）

恩田清松・敏子さん
　　（山崎）

灘繋議灘．雛

磐灘，織籔灘

山田一太郎・ハセヲさん
　　　（東田尻）

田村忠蔵・トミさん
　　　（小原）

山本義久・ミヤさん
　　（小出）

壱
壱
八
十
八
歳
壱
壱

村山マツさん代表
　　（田沢）
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グ
ラ
ウ
ン
ド
が
近
く
な
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ
し
い
ナ
！

　
　
　
　
　
“
倉
俣
小
に
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
”

　
九
月
一
日
、
倉
俣
小
学
校
区
で
は

校
舎
南
側
に
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
完
成
を
、
午
前
中
は
ミ

ニ
運
動
会
、
そ
の
後
は
祝
賀
会
で
地

域
を
上
げ
て
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
同
小
学
校
は
、
今
ま
で
中
田
の
倉

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
　
　
　
　
　
　
、
ク
揚
ト
　
　
．

曹
　
　
　
　
2
4
）
ツ
掲
ル

一
　
　
　
　
　
　
m
“
＼

曹
　
　
　
　
8
0
ノ
旗
ア

…
　
　
3
1
5
・
国
フ

　
　
　
　
　
　
周
m
　
、
ス
装

　
　
　
　
H

　
　
　
　
　
　
1
5
0
場
ア
舗

　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
（
ス
砂
、
庭

　
　
　
　
3ー

　
　
　
　
　
　
ク
一
　
、
壇
前

一
　
　
　
乳
　
ツ
コ
ト
花
、

…
　
　
　
乞
ラ
線
ッ
、
路

．
　
　
　
H
ト
直
ネ
塔
走

　
　
　
　
期
容

　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
事

じ

一
　
　
　
　
工
　
工

鼎

俣
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
校
舎
か
ら
遠
く
急
勾
配
で
体

育
道
具
な
ど
を
運
ぶ
の
に
不
便
だ
っ

た
た
め
、
旧
倉
俣
中
学
校
跡
地
に
建

設
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

台
風
1
4
号
の
影
響
に
よ
り
前
夜
ま
で

降
雨
が
続
い
た
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
保
護
に
と
、
一
輪
車
、
ロ
ー
ラ
ー

　　　　　　　　　　　　る　モしよ　へぜ　　も　　　　ゆ一難離蹴　　　　　欝蒸　　　　　’

　ハ　　　　う　　　ア　　　　　　じ　　　　ヤ　　　とずい　　　ヨ

．麗．．馨、，繍㎜購1鑛圭靹騨既

灘灘議鑛轟　垂欝一一一

、
繊

、
、
、
繍
　
ヲ

　
　
照
ス

　
　
て
ン

　
・
、
礁
に
グ

　
、
緒
新

　
　
凌
一
が

　
　
燃
も
奥

、
∞
∞
謙

伸び伸びローラースケートを》

することができます

ス
ケ
ー
ト
演
技
だ
け
を
新
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
い
、
外
は
校
舎
前
庭
に
移
し

て
ミ
ニ
運
動
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
、
先
生
、
父
母
た
ち
は
、
水

く
み
レ
ー
ス
な
ど
の
競
技
に
歓
声
を

上
げ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
最
後
に
は
参
加
者
全
員
で
カ
ラ

ス
踊
り
を
踊
り
、
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

完
成
を
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

　
同
校
は
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
を

機
に
、
一
輪
車
に
足
を
つ
か
ず
に
五

十
層
乗
れ
る
こ
と
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ

ー
ト
で
二
十
秒
以
内
で
走
る
な
ど
、

単
に
運
動
能
力
だ
け
で
な
し
に
文
化

的
な
も
の
も
取
り
入
れ
た
「
倉
俣
小

ギ
ネ
ス
競
技
規
約
」
を
つ
く
っ
て
、
生

徒
か
ら
意
欲
的
に
挑
戦
し
て
も
ら
お

う
と
種
目
を
検
討
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　春、着任した折、素晴らしい施設設備にふ

れ、当校で学ぶ子供、奉職する職員の幸せを

感じました。今回、グラウンド竣工で名実と

もに倉俣校の全容が完備しました。

　工事に当たり、子供の発想、職員の希望を

取り入れ、ローラースケートが楽しめる走路

なども設置していただき、学校はもとより学

区民あげて感謝しています。

　今後は、子供の成長を願いこの恵まれた環

境をいかに生かしていくかが課題です。
倉俣小学校長

松岡正徳

　私達の学校は、校舎が新しくなり校庭には、

ふん水、遊異などができました。そして新し

いグラウンドが完成しました。おかげで全校

児童がいっしょに遊ぺるし、体育の授業、ク

ラブや課外活動がぐ一んと楽しくなりました。

　でも、そのかげには村長さんはじめ村の係

の万々、工事をしてくださった万、父田など

いろいろな人々の努力があったのです。

　私達は、このことを忘れずに、グラウンド

で思いっきり活動していこうと思います。

倉俣小学校兇童会長

根津啓介

安
全
運
転
を
呼
び
か
け

　
　
　
　
　
　
”
田
沢
小
学
年
P
T
A
”

　
「
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
」
初

日
の
二
十
一
日
、
田
沢
小
三
年
生
四

十
八
人
と
父
母
は
、
「
安
全
運
転
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
書
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
と
、
ブ
ロ
ー
チ
や
安
全
ピ

ン
な
ど
で
つ
く
っ
た
手
造
り
の
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
小
学
校
校
門
前
の
国
道
1
1
7
号

線
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
て
並
ん
だ

親
子
は
、
次
々
に
止
ま
る
車
に
「
安

全
運
転
で
お
願
い
し
ま
ー
す
！
」
と

声
を
か
け
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
て
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
同
小
学
校
の
学
年
P
T
A

で
親
子
ふ
れ
あ
い
の
一
還
と
、
交
通

安
全
を
願
っ
て
去
年
か
ら
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
「
こ
の
学
年
が
卒
業
す

る
ま
で
続
け
た
い
」
と
仁
階
堂
教
諭

が
、
ま
た
「
今
日
の
V
S
（
奉
仕
）
活
動

を
忘
れ
な
い
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
．
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
つ

ま
す
」
と
生
徒
が
、
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
　
　
泌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
功

い
ま
し
た
。
こ
の
熱
心
な
活
動
に
十
ネ
謝

日
町
警
察
署
で
は
・
交
通
少
年
団
景
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
め

指
定
し
て
活
動
し
て
も
ら
い
た
い
な
ど
験

と
、
新
し
い
動
き
に
発
展
し
そ
う
で
す
。
〈

平成3年10月10日広報躍”富と：7



　
　
　
　
　
的
ロ
マ
ン
よ
永
遠
に

時
日
本
人
の
ル
ー
ツ
、
世
界
最
古
の
土
器
、

　
　
　
　
　
日
本
海
側
最
古
の
堅
穴
住
居
な
ど
の
成
果
を
残
こ
し
、
中
林
B
遺
跡
発
掘
調
査
終
る
、
”

顎
．
脚
磯

こっちから

堅穴住居跡を説明する佐藤雅一調査主任

　
干
溝
地
内
七
千
七
百
平
方
㌶
で
五

月
七
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
中
林
B

遺
跡
発
掘
調
査
（
団
長
國
学
院
大
学

教
授
小
林
達
雄
）
が
、
八
月
三
十
一

日
終
了
し
、
中
間
発
表
と
し
て
次
の

九
大
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

1
、
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を
探
る
う
え

　
で
重
要
な
石
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
さ
い
せ
き
じ
ん
せ
き
か
く

　
こ
の
石
器
は
「
細
石
刃
石
核
」
と

　
呼
ば
れ
、
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
（
蒙
古

　
人
種
）
の
拡
散
を
推
測
（
少
な
く

　
と
も
一
万
二
・
三
千
年
前
に
干
溝

　
に
到
達
し
た
）
す
る
こ
と
に
お
い

　
て
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

2
、
約
一
万
年
前
の
世
界
最
古
の
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゅ
う
き
せ
ん
も
ん

　
焼
き
土
器
で
あ
る
「
隆
起
線
文
土

、
器
」
が
四
個
体
出
土
し
ま
し
た
。

　
土
器
出
現
に
よ
る
人
間
の
『
文
化
』

　
を
考
え
る
上
で
と
っ
て
も
大
切
な

　
資
料
と
い
え
ま
す
。

3
、
約
八
千
年
前
の
縄
文
時
代
早
期

　
　
　
よ
り
い
と
も
ん

　
の
「
撚
糸
文
土
器
」
を
包
含
す
る

　
堅
穴
住
居
が
五
基
発
見
さ
れ
ま
し

　
た
。
こ
れ
は
た
い
へ
ん
な
発
見
な

　
の
で
す
。
日
本
海
側
で
は
最
古
の

　
確
認
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
雪
深

　
い
こ
の
地
域
（
当
時
は
寒
か
っ
た

　
が
雪
は
少
な
か
っ
た
）
に
本
格
的

　
な
『
村
の
出
現
』
が
学
術
的
に
確

　
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
意
義

　
深
い
こ
と
で
す
。

4
、
約
七
千
年
前
の
早
期
後
半
の
押

　
型
文
、
条
痕
文
な
ど
が
多
量
に
出

　
土
し
、
当
該
期
の
住
居
跡
が
一
基

　
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な

5
、
約
六
千
年
前
の
前
期
前
半
の
花

　
ず
み

　
積
下
層
式
土
器
や
有
尾
式
土
器
な

　
ど
が
出
土
し
、
有
尾
式
期
の
住
居

　
跡
が
良
好
な
型
で
一
基
確
認
さ
れ

　
ま
し
た
。
こ
の
資
料
は
新
潟
の
標

　
識
資
料
に
な
る
べ
き
内
容
を
含
ん

　
で
い
ま
す
．

6
、
約
四
千
五
百
年
前
の
中
期
前
半

　
の
住
居
跡
が
二
基
検
出
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

7
、
弥
生
時
代
後
期
初
頭
の
文
化
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
う
す
い
し
ゃ
　
　
つ
ぼ

　
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
紡
垂
車
、
壷

　
な
ど
が
出
土
し
、
信
州
と
の
関
連

　
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

8
、
埋
没
し
て
い
た
二
本
の
谷
が
発

　
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
谷
を
囲
ん

　
で
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

9
、
大
地
震
な
ど
の
地
殻
変
動
に
よ

　
っ
て
生
じ
た
亀
裂
と
そ
の
亀
裂
に

　
地
下
水
が
流
れ
込
ん
で
で
き
た
縦

　
横
に
走
る
「
ウ
ォ
ー
タ
i
・
ホ
ー

　
ル
」
が
大
規
模
に
確
認
さ
れ
て
い

　
ま
す
。
弥
生
時
代
井
戸
と
し
て
使

　
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
九
大
成
果
で
す
が
、
1
、
2
、

3
、
7
」
に
つ
い
て
は
広
報
七
月
号

を
参
照
下
さ
い
。
ま
た
縄
文
時
代
の

編
年
に
つ
い
て
は
下
図
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

気球から記念撮影、ご苦労様でした。（アポ則1号に積込まれたカメラと同型です）
縄
文
土
器
の
編
年
と
年
代
（
放
射
性
炭
素
測
定
年
代
）

弥生時代

晩　期

縄
文
騰
代

後　期

中　期

前　期

畢期

蒙創期

臓葎器蒔機

　　0

300

1，500

2，500

4，000

5，500

7，00纏

欝，000

B．C。
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勧
・
．
賦

”
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
九
月
五
日
、
中
里
村
農
業
協
同
組

合
は
、
激
増
し
て
い
る
悲
し
い
交
通

沢
小
で
交
通
安
全
フ
ェ
ア
”

事
故
の
撲
滅
を
図
ろ
う
と
「
交
通
安
　
　
　
ン
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。

全
フ
ェ
ア
」
を
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
　
　
　
花
火
の
打
ち
上
げ
と
同
時
に
県
警

危い！自転車の巻き込みに注意

礁

側！、尻》”



あっちから

音
楽
隊
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
よ
り

開
会
宣
言
が
さ
れ
ま
し
た
。
上
空
で

は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
こ
し
か
ぜ
号
」

に
村
長
な
ど
が
乗
り
空
か
ら
村
内
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
た
後
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
着
陸
。
そ
し
て
日
本
に
一

台
し
か
な
い
と
い
う
ポ
ル
シ
ェ
の
パ

ト
カ
i
、
そ
れ
に
白
バ
イ
ニ
台
の
県

警
機
動
力
の
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
、
実
物
の
パ
ト
カ

ー
や
白
バ
イ
に
乗
っ
た
り
ヘ
リ
に
さ

わ
っ
た
り
し
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
な
ど

を
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　
村
民
体
育
館
入
口
付
近
で
は
、
交

通
安
全
教
育
車
「
ゆ
き
つ
ば
き
号
」

に
よ
り
人
形
を
使
い
腹
話
術
で
園
児

た
ち
に
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
と
ル
ー

ル
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
「
交
通
ル
ー
ル
を
守

っ
て
事
故
に
絶
対
に
合
わ
な
い
」
と

元
気
な
声
で
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
中
央
で
は
、
小

学
生
を
対
象
に
自
転
車
で
の
交
差
点

の
渡
り
方
な
ど
を
十
日
町
警
察
署
、

交
通
指
導
員
が
て
い
ね
い
に
指
導
し

て
い
ま
し
た
。

　
驚
い
て
い
た
の
は
事
故
試
験
。
歩

行
者
の
飛
び
出
し
事
故
と
し
て
、
ダ

ミ
ー
人
形
を
時
速
四
十
キ
。
層
と
六
十

キ
。
材
で
二
回
引
き
飛
ば
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
型
車
の
左
折
時
巻
き
込
み

事
故
と
し
て
、
ダ
ン
プ
カ
i
後
輪
で

自
転
車
を
バ
リ
バ
リ
と
引
き
つ
ぶ
し

ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
実
演
に
小
学

生
や
一
般
の
見
学
者
た
ち
は
、
「
ワ
ー

か
わ
い
そ
う
〃
」
「
ア
ー
ア
！
自
転
車

が
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
だ
〃
」
と
驚
き
の

声
を
漏
し
て
い
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
県
警
音

　
　
　
　
の

楽
隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ズ
に
よ
る
ド
リ

ル
演
奏
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
約
六

百
人
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
全
員
で
、
誓
い
の
言
葉
が

書
い
て
あ
る
短
冊
の
つ
い
た
風
船
を

一
斉
に
空
高
く
放
っ
て
交
通
安
全
を

祈
り
ま
し
た
．

噸一席〆

・
饗
越

醗
灘
繋
羅

灘顯．糊．・’繍　Pノ嚥．．艦醗、

大きな砂防ダムの中で竣工式、ここもやがて土砂で埋まり下流を守ります

“
芝
倉
沢
上
流
砂
防
ダ
ム
完
成
酬

　
九
月
十
一
日
、
建
設
省
北
陸
地
方

建
設
局
湯
沢
砂
防
工
事
事
務
所
は
、

芝
倉
沢
上
流
砂
防
ダ
ム
の
完
成
を
工

事
関
係
者
や
下
流
集
落
代
表
者
な
ど

約
七
十
人
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。
こ

の
ダ
ム
は
、
田
代
地
先
の
芝
倉
沢
（
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ょ
う
あ
い

田
山
水
路
頭
首
工
下
流
）
の
狭
隆
な

山
間
地
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
も

成
に
よ
り
流
域
の
美
し
い
自
然
が
護

ら
れ
、
生
活
基
盤
の
安
定
と
地
域
社

会
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
釜
川
「
七
ツ
釜
」
下
流
の
右
支
川

に
あ
た
る
こ
の
芝
倉
沢
は
、
流
域
面

積
”
㎞
、
平
均
河
床
勾
配
1
／
4
0
の

漢
流
で
上
流
部
に
は
崩
壊
地
が
多
く

昔
か
ら
下
流
に
田
畑
流
出
な
ど
の
災

害
を
引
き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
下
流
の
林
道
田
代
線
芝
倉
橋
上

流
の
砂
防
ダ
ム
も
満
砂
と
な
っ
た
た

め
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
五
か
年
間

の
歳
月
と
約
6
億
9
千
万
円
の
工
事

費
を
か
け
て
完
成
の
運
び
と
な
っ
た

も
の
で
す
．

　
釜
川
流
域
で
は
9
基
目
の
ダ
ム
と

な
っ
た
こ
の
ダ
ム
は
、
堤
長
82
m
、

高
さ
1
9
m
と
管
内
6
番
目
の
大
き
さ

で
、
本
ダ
ム
天
端
か
ら
下
流
水
叩
き

を
見
お
ろ
す
と
目
が
く
ら
む
ほ
ど
の

高
さ
で
し
た
。
ま
た
、
使
用
し
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
量
は
、
大
型
ミ
キ
サ
ー

車
約
3
千
5
百
台
相
当
の
1
万
3
千

6
百
82
㎡
、
整
備
土
砂
量
は
1
1
t
ダ

ン
プ
約
－
万
台
相
当
の
6
万
1
千
㎡

も
入
る
村
内
で
も
屈
指
の
砂
防
ダ
ム

で
す
．

　
建
設
省
で
は
、
平
成
四
年
度
を
初

年
度
と
す
る
第
8
次
治
水
事
業
5
か

年
計
画
に
基
づ
き
清
津
川
下
流
域
の

砂
防
事
業
を
今
後
も
一
層
促
進
し
て

い
く
そ
う
で
す
。
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甲
‘
艶一・ひ，ン3畠　　　　＿．．トー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬰纂焦行わ鶯だ「親子米料理孝

　　　　　　　　　　　　　　　　　癖　　　　　　　’　　　〈問
　　　　クロスワードバスルに：

　　　　　　　　挑戦しよう！

　ヨコとタテのカギをヒントに、白いマスの中をうめて下さい。二

重ワクの7文字を並べると、あることばができます。ヒントは、こ

の2ぺ一ジの中にあります。できたことぱをはがきに書いて送って

下さい。正解者の中から抽選で5名様に景品をさしあげます。応募

万法等は標語の募集と同じです。

〈ヨコのかぎ〉

①我が県のおいしい米の代表。我が県で生まれ、福井県で育てられ

　た品種
◎平成2年度から我が県の米の新品種として採用。品質食味のよい

　早生品種

⑦カビの一種で、ブドウ糖からアルコールをつくる。

・⑧山に出没

◎ウラル山脈からべ一リング漕にわたるアジア北部の広大な地域（O

　OOO鉄道）
⑫月まあ～いにち　まあ～いにち　ぽくらはてっぱんの月

　水田は国土、自然、環境保全などのいろい

ろな機能を発揮して、私達のくらしを守って

います。健康で安全な栄養面においてもすぐ

れている米を中心とした「日本型食生活」。中

里村では、親子米料理教室や、他市町村との

交流を通じ、日本型食生活と米の消費拡大を

進めてきました。米料理教室は手巻きずしや

おにぎりづくり、米のクイズなど親子のふれ

あいを深めながら、子どもたちに米（ご飯）に

関心を持たせること、おかあさんたちには米

のよさを再確認してもらうことを目的にして

います。この体験をとおして自分たちの食生

活の見直し、米の消費拡大を期待しています。

⑬和食にかかせない食器。省資源にも協力しましよう。

⑮ママ、マザー．マム．おふくろ

⑰フェラーリー、ポルシェ￥カウン9ック……etc

⑱熟成させること。

⑲昔はカマで、今はコンバインで。

〈タテのカギ〉

①月やねよりたかい　　のぼり

②具がたくさんの米料理

③日没のころ￥1ヨ光の反射で西の空が赤くみえる現象

④大きさ。工事の　　。

◎屋根の下端の建物の外部に差し出したところの下。

◎お米でつくったおかし。パリポリ￥パリン／

⑩荷物運びの二輪車

⑪とんぼの種類

⑭精白していない米

⑯一輪車￥つなわたり￥ピエロ￥空中ブランコ……

⑰夏の代表的な食べ物。　　割り大会

題〉

籔

鐡

麟

簗
、
澱

灘

2

8

爲

趨

愚
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　　中条病院長
犠＾中山康夫さん

脳卒中による死亡者が減少してい

る反面　心臓病が増加しています。

これはコレステロール値の増加と深

い関係があり￥食生活の欧米化が一

因と考えられます。特に今の若い人

達の食事を見ると￥E］本人の将来が

懸念されます。塩分の取り過ぎに十

分注意したうえで、ごはん￥お汁、

主菜、副菜を基本とした日本の昔か

らの食習慣を見直して欲しい。都会

も農村も．子供達に日本の本釆の食

事を舌で覚えさせ￥飽食の中で食事

に対する基本的な姿勢を身につけさ

せる事が大切です。肥満対策として

は、ごはんはきちんと3食とり、間

食夜食をやめて体を動かすこと。

’
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今年もおいしい新米の季節がやってきました。中魚沼では、昭和63年度から

米消費拡大と日本型食生活の推進を目的に中魚沼米消費拡大推進連絡会（4市

町村、4農協、中魚沼農業改良普及所、農協中央会）を組織し、親子米料理教

室、消費量調査（下図参照）、PRパンフレット作製（3回）などの取り組みを

行ってきました。そして今年は、クロスワードパズルと標語募集によりお米の

良さを見直していただくことになりました。偽物が出回るほど人気の魚沼米（コ

シヒカリ）をPRしてください。米の流通システムも図説してみました。

　　鐘　　　　　お米は￥和洋中華どんなおかずとも合い￥バランスのと
　　　　毘　灘郷”　　　　　　れた食事には欠かせない食品です。ただし￥漬物や塩辛
恕灘灘

　　　　　　い物とも良く合うので塩分のとり過ぎには注意して下さ

雛　　　　　　　い。成人病予防の立場からは。お米はその人の体に合っ

　　羅購、た量を食べ葦ことが凱欧米ではごは御を中心とした

灘、蹴轄嚢羅罵墜ll畢
　十日町保健所
栄養士森山佳子さん乳も上手に組合わせてとるようにして下さい・

〈1人当り年間米消費量〉
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◎
投
票
所
・
場
所

　
投
票
で
き
る
場
所
・
時
間
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

「
入
場
券
」
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
下
さ
い
。
ま
た
￥

投
票
所
に
よ
り
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◎
不
在
者
投
票

●
当
目
投
票
所
へ
行
け
な
い
場
合

○
投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
用
事
で
投
票
所
へ
行
け

　
な
い
人
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
「
亘
誓
書
」

　
を
提
出
し
て
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
不
在
者
投
票

　
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
「
冒
一
誓
書
」
の
用
紙
は
．
選
挙
管
理
委
員
会
に
準

　
備
し
て
あ
り
ま
す
。

○
不
在
者
投
票
を
す
る
人
は
、
入
場
券
￥
印
鑑
を
持

　
参
し
て
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
で
に
な
れ
ぱ
￥

　
そ
の
場
で
投
票
で
き
ま
す
。

　
　
（
出
か
せ
ぎ
な
ど
他
の
市
町
村
に
滞
在
し
て
い
る

　
人
は
￥
郵
便
で
投
票
用
紙
等
を
請
求
で
き
ま
す
が
￥

　
必
ず
「
自
一
誓
書
」
が
必
要
で
す
）
。

●
不
在
者
投
票
取
り
扱
い
時
間

○
不
在
者
投
票
の
取
扱
い
は
￥
投
票
日
の
前
日
ま
で

　
笛
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
行
っ

　
て
い
ま
す
。

投票所と投票時間、選挙ポスター掲示場設置数

午前7時から午後4時
褐
刀rく

場
設
’
置
数

午前7時から午後5時 掲
示
場
設
置
数

午前7時から午後6時
遍
示
場
設
置
数投　　票　　所 対象集落 投　　票　　所 対象集落 投　　票　　所 対象集落

第4 清津峡小学校 角間、葎沢、小出 2
第3
東田尻集落開発
セ　　ン　　タ　ー

東田尻、西田尻、西方 2
第1 中里村総合
セ　　ン　　タ　ー

芋沢、田沢、如来
寺、桂、上山、田
中、小原、干溝、

荒屋、山崎、通り
山、桔梗原、芋川
新田

13

第7 重地構造改善
セ　　ン　　タ　ー

重地、下山 2
第5 土　倉　分　校 倉下、土倉 1

第11
東田沢構造改善
セ　　ン　　タ　ー

東田沢、豊里 1 第2 高道山小学校
高道山、朴木沢、

朴木沢新田、程島、

白羽毛
4

第8 田代生活改善
セ　　ン　　タ　ー

田代 1
第12 市之越農作業
休　養　施　設

市之越、鷹羽 1
第6 倉俣集落開発
セ　　ン　タ　ー

芋川、倉俣 2

第14 清田山集会
セ　　ン　　タ　ー

清田山 1

第9 本屋敷集会所 新屋敷、本屋敷、堀之内 3
第13 新里集落センター 原町、新里 1 第10 宮中集落開発

セ　　ン　　タ　ー
宮中 2
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みんなそろって投票しましよう
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爵　　　　　　 や
o　　　　　　　や
ぐ
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。
噸
マ
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　　じンボ脚ゆ

銀組
〃二

鋤名”

＼＼ヒ

f
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“

ー

｛
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包
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雛

あ
の
1

祭
り
の
寄
附
を

お
願
い
に

う
か
が
っ
た
ん

で
す
が
…

祭

俵・

～～

　
○
《
ω

≧斑

●
指
定
病
院
（
施
設
）
等
で
の
投
票

○
不
在
者
投
票
の
で
き
る
病
院
（
施
設
）
に
入
院
（
入

所
）
中
の
人
は
．
そ
の
病
院
等
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
病
院
長
（
管
理
者
）
等
に
申
し
出
る

と
￥
本
人
に
代
っ
て
投
票
用
紙
等
の
交
付
請
求
の

手
続
を
し
て
く
れ
ま
す
の
で
￥
病
院
（
施
設
）
等

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

○
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち

の
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
で
￥
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
が
発
行
し
た
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
お
持

ち
の
人
は
￥
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
．
投
票
用
紙
等
の
請
求
は
￥
投
票
日

前
四
日
ま
で
で
す
の
で
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

祭
り
の
寄
附
を

す
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　　　　　穐

疑
勒4

悪
い
け
ど

政
治
家
は

祭
り
の
寄
附
を

す
る
こ
と
は

で
き
な
い
ん

だ
よ

、警
・3

ハ
ノ
ど

祭
り
は

無
理
だ
け
ど

（（

蒙
つ
．
壌
莚
覆

　
癒
政
）
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り

政
治
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薄
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妃

懸
灘
ぽ
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し
て
ま
す
よ
　
鴛
ぜ

ll

選
挙
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
掲
示
場
の
設
置

選
挙
公
報
が

　
　
　
　
発
行
さ
れ
ま
す

　
村
で
は
六
目
定
例
議
会
に
お
い
て
．
村
議
会
議
員
・

村
長
選
挙
の
「
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
」
￥
「
選

挙
公
報
発
行
」
に
関
す
る
条
例
を
議
員
発
議
に
よ
り

制
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
村
選
挙
管
理
委
員
会

で
は
今
回
の
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
選
挙
ポ
ス
タ
ー
は
、
告
示
日
の
二
十

一
百
ま
で
に
立
て
ら
れ
、
届
出
と
同
時
に
掲
示
さ
れ

ま
す
。
こ
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
は
￥
一
投
票
区

当
た
り
、
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
を
二
百
五
十
で
除

し
て
得
た
係
数
に
よ
り
定
め
ら
れ
￥
最
低
一
投
票
区

一
箇
所
．
最
高
十
三
箇
所
設
置
し
ま
す
。
（
右
表
参
照
）

設
置
場
所
は
￥
集
落
の
中
心
で
み
な
さ
ん
が
見
や
す

い
所
に
立
て
ま
す
。

　
選
挙
公
報
は
￥
候
補
者
の
氏
名
￥
経
歴
￥
政
見
￥

写
真
等
を
掲
載
し
て
選
挙
ご
と
に
一
回
￥
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
掲
載
文
は
￥
村
議
会
議
員
選
挙
の
場
ム
ロ
三
百
字
以

内
と
し
、
原
文
の
ま
ま
載
せ
ま
す
。
ま
た
．
掲
載
順

序
は
￥
選
挙
管
理
委
員
会
が
ク
ジ
に
よ
つ
て
決
め
た

順
に
載
せ
ま
す
。
こ
れ
を
有
権
者
に
対
し
て
￥
投
票

日
の
一
百
前
ま
で
に
配
布
し
ま
す
。
今
回
は
￥
一
干

三
日
に
入
場
券
と
い
っ
し
ょ
に
配
布
す
る
予
定
で
い

ま
す
。
じ
つ
く
り
御
覧
い
た
だ
い
て
候
補
者
を
決
め

て
く
だ
さ
い
。

ω＠

明るい選挙を推進レよう！
　
　
　
み
祝

　
の
。
○
　
　
　
図

D
。
。
。
幾

“
。

季

陣中見舞もやめましょう

　　　贈ってはいけ’ません

　　　求めてはいけません

　　　受けとってはいけません
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墨
．

勿

　万年橋から見た清津川のけしき

をかきました。初めてテンテンぬ

りでぬりました。一番苦労したと

ころは、木や草を全部テンテンぬ

りをしたところです。こまかくぬ

ったのでとても時間がかガ淀）ました。

謹♂賛姦責鼓雇舘）⑱

　えりかはね．パズルと絵本が大

好き。お人形と遊ぶのも好きなの。

宝ものはゴマちゃんのお人形。ね

るときやお買物にいくときもつれ

ていくの。お料理がとくいで、包

丁でキュウリやトマトを切って、

サラダを作るんだよ。みんながお

いしいって食べてくれるの。お田

さんは健康で明るく、素直に育っ

てほしいんだって。

中
里
中
央
ク
ラ
ブ
が
優
勝

　
”
第
十
回
郡
市
高
齢
者
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
”

、鷺鉱鯵r響礁灘麟鱗一勲

手を上げて右、左、右を確認してコートに入ります

　
「
高
齢
者
交
通
安
全
旬
間
」
の
始
ま
っ

た
九
月
十
一
日
、
田
沢
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
第
十
回
郡
市
高
齢
者
交
通
安
全
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

残
暑
の
続
く
な
か
、
郡
市
内
か
ら
選
抜
さ

れ
た
十
六
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
転
開
し
、
地

元
の
利
を
生
か
し
て
中
里
中
央
ク
ラ
ブ
が

見
事
に
優
勝
、
宮
中
共
和
会
も
三
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
規
則
に

交
通
ル
ー
ル
を
取
り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

大
会
で
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
と
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
ま
た
、
地
域
老
人
ク

ラ
ブ
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

郡
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
が
行
っ
た
も

の
で
す
．

　
ル
ー
ル
は
、
選
手
た
ち
が
コ
ー
ト
に
出

入
り
す
る
と
き
コ
ー
ト
内
二
箇
所
の
横
断

歩
道
で
立
ち
止
ま
っ
て
左
右
の
安
全
確
認

を
行
な
い
手
を
上
げ
て
わ
た
ら
な
け
れ
ば

減
点
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
外

に
、
第
一
試
合
開
始
前
に
交
通
安
全
の
知

識
を
高
め
る
た
め
、
十
問
の
学
科
テ
ス
ト

を
行
な
い
こ
の
結
果
が
得
点
に
合
算
さ
れ

勝
敗
を
決
す
る
ル
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

　
試
合
中
で
は
、
夢
中
に
な
り
す
ぎ
て
つ

い
う
っ
か
り
左
右
の
確
認
を
し
な
い
で
横

断
歩
道
（
コ
ー
ト
内
）
に
と
び
出
し
て
し

ま
い
減
点
の
方
が
得
点
よ
り
も
多
か
っ
た

チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
中
里
中
央
ク
ラ
ブ
（
会
長
佐

藤
浩
外
六
名
）
は
、
田
沢
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
コ
ー
ト
を
中
央
コ
ー
ト
と
名
づ
け
て
ホ

ー
ム
コ
ー
ト
と
し
て
い
る
小
原
、
田
中
、

山
崎
集
落
の
メ
ン
バ
ー
で
、
中
里
村
チ
ー

ム
と
し
て
こ
の
大
会
初
め
て
の
優
勝
に
輝

き
、
喜
び
に
わ
い
て
い
ま
し
た
。

わたしの

と

　
　
　
滋
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
鈴

　
　
　
　
㎜

秋
田
県
ニ
ツ
井
町

　
埼
玉
県
草
加
市

　
私
に
は
、
二
つ
の
ふ
る
さ
と

が
あ
り
ま
す
。
　
一
つ
は
小
学
校

四
年
生
ま
で
住
ん
で
い
た
秋
田

県
の
ニ
ツ
井
町
で
す
。
家
の
す

ぐ
下
に
は
米
代
川
が
流
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
い
か
だ

て
、
小
さ
い
頃
は
、
筏
が
川
を

下
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
す

ぐ
裏
に
は
、
国
有
林
の
秋
田
杉

が
生
え
て
い
ま
し
た
。
静
か
で

と
て
も
い
い
所
で
し
た
が
父
の

仕
事
の
関
係
で
引
越
を
し
ま
し

た
。　
二
つ
目
は
埼
玉
県
の
草
加
市

で
す
。
実
家
の
す
ぐ
横
に
は
、

松
並
木
で
有
名
な
、
日
光
街
道

が
通
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
松

も
減
っ
て
淋
し
く
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
商
店
街
や
病
院
な
ど
が

す
ぐ
近
く
に
あ
っ
て
、
と
て
も

便
利
で
住
み
や
す
い
所
で
す
。

そ
し
て
台
風
な
ど
で
大
雨
が
降

っ
た
り
す
る
と
、
床
上
浸
水
に

な
り
大
変
な
思
い
を
し
ま
す
。

今
、
角
間
に
来
て
良
か
っ
た
な

と
思
う
事
は
、
空
気
が
き
れ
い

で
水
が
と
て
も
お
い
し
い
事
、

あ
と
草
刈
り
が
好
き
で
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
淋
　
　
葉

　
　
　
　
　
千

　
県
　
ホ
　
栃
　
驚
v
県
　
　
市

襯
埼
東
ノ
蟹
軌

ぱ
　　　　青森県

ツ　　秋
井　　田　岩手県
町　　県

　　　山　｛　　　．　呂城県
　　　形
　　　県

　　福島県

躍



い
さ
と
い
う
時
に
備
え
て

　
　
　
　
　
　
　
”
中
里
村
消
防
演
習
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
災
の
日
の
九
月
一
日
、
恒
例
の
中
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
消
防
演
習
に
三
百
四
十
名
の
団
員
が
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
で
は
、
気
合
の
入
っ
た
号
令
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
り
、
人
員
、
姿
勢
、
服
装
の
点
検
や
機
械

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
器
具
の
点
検
を
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
動
作
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
　
　
終
了
し
、
つ
づ
い
て
見
事
な
演
技
で
ポ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
プ
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。
想
定
演
習
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
　
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
や
田
沢
小
学
校
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
六
箇
所
で
半
鐘
を
合
図
に
次
々
と
手
際
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
く
放
水
さ
れ
、
こ
れ
で
備
え
万
全
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
放
　
　
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
そ
の
後
た
だ
ち
に
、
A
コ
ー
プ
前
を
分

　
長
年
の
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
た
団
員

を
紹
介
し
ま
す
．

◇
日
本
消
防
協
会
長
よ
り

　
上
原
　
正
行
　
　
（
上
山
）

◇
県
知
事
よ
り
（
幹
部
功
績
章
）

　
　
　
　
ひ
ろ
み
ち

　
村
山
　
諮
通
　
　
（
田
沢
）

　
鈴
木
　
峰
松
　
　
（
重
地
）

　
南
雲
　
洋
吉
　
　
（
程
島
）

　
南
雲
　
秀
夫
　
　
（
本
屋
敷
）

◇
県
知
事
よ
り
（
二
十
年
以
上
勤
務
）

　
南
雲
　
秀
夫
　
　
（
本
屋
敷
）

村
山
勤
　
　
（
程
島
）

　
藤
ノ
木
忠
一
　
（
小
出
）

　
村
山
　
義
正
　
　
（
程
島
）

　
小
林
　
勇
　
　
　
（
土
倉
）

たド列
oに行
進
し
、
再
び
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

戻
り
表
彰
及
び
講
評
が
行
わ
れ
ま
し

生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
感
動

　
　
　
”
巡
回
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
”

　
小
．
中
学
生
に
生
の
音
楽
に
親
し
ん
で
　
　
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
が
県
下
四
箇
所

も
ら
お
う
と
九
月
八
日
、
田
沢
小
体
育
館
　
　
　
の
内
二
箇
所
目
に
あ
た
る
そ
う
で
す
。

に
お
い
て
「
小
・
中
学
生
の
た
め
の
巡
回
　
　
　
当
日
は
、
児
童
、
生
徒
、
父
母
や
近
隣

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」
　
　
市
町
か
ら
の
音
楽
好
き
約
七
百
人
が
、
グ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ン
カ
作
曲
歌
劇
〈
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュ
ド

　
こ
れ
は
、
㈲
B
S
N
教
育
文
化
基
金
が
、
　
　
ミ
ュ
ラ
〉
よ
り
『
序
曲
』
や
ビ
ゼ
i
作
曲

新
潟
市
立
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
五
　
　
組
曲
〈
カ
ル
メ
ン
〉
よ
り
『
闘
牛
士
の
歌
』

十
七
名
）
に
出
演
を
依
頼
し
、
生
の
音
楽
　
　
な
ど
九
曲
の
演
奏
を
、
一
時
間
に
わ
た
っ
て

を
聞
く
機
会
の
少
な
い
地
域
を
巡
回
演
奏
　
　
正
し
い
マ
ナ
ー
で
熱
心
に
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
こ
の
体
育
館
は
、
夏
休
み
中

に
音
響
改
繕
工
事
を
終
え
た
ば
か
り
で
こ

け
ら
落
と
し
を
兼
ね
た
行
事
と
な
り
、
参

集
者
は
い
い
音
楽
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。 音響効果のいい体育館で生の演奏

繍㈱

　　oO・
ぐ、￥
蝶膠

6

￥
．

裂礁

＼

團　 トミ
広報躍勲宣と　　　平成3年10目10E］

　　　　どんな家族なんでしょうか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り水田は2．5haほどやっていますが￥春と秋のしつ

　　　　　　　け時期だけ農業をするだけで後はお田さん（妻）

　　　にまかせっきりで滝沢重機に勤めています。［醜

　　　私たちは￥もっぱら子守りと人に上げるのが趣味

　　　みたいな自家用野菜づくりです。特にアスパラを

　　　多くつくっています。

　　　　家族行事はどんなことがありますか？

　　　り特別な事ではないんですが家族全員でする事は

　　　如来寺へ行く坂の上から山崎祭りの花火をゆっく

⑮りと高みの見物をする事ぐらいか残結構し、い場
　　　所ですヨ。それから私たちだけ（若夫婦と子ども）
豊　里　ですが￥稲刈りが終ると仲間と一緒に温泉旅行に

　　　毎年行くことになっています。

　　幸せを招く猫3匹を含めた明るい家族でした。
※9月号で小柳静枝さんの勤め先は、上村病院（㊥レインボーヴィラ清津）

でした。訂正しておわびいたします。
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灘即

鮭〔廣田穀長女〕干溝

勧〔吉楽離長男〕上山

繰〔村山辮長女〕田沢

短〔廣田鮮二男〕干溝

晃豊鴎辮二男〕新屋敷

嚇〔丸山君三塁長男〕田中

搬〔吉樂鉾二女〕上山

割井之川久弘子三男〕小原

　
　
　
　
敷
中
沢
沢
敷

　
　
　
　
屋
　
　
木
　
　
屋

　
　
　
　
本
田
朴
田
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ω
り
　
Ω
U
　
6
　
9
　
Ω
り

Ω
り
　
武
U
　
8
　
厚
4
　
厚
4

（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

イ
イ
夫
ヱ
雄

ツ
ノ
武
ト

ミ
キ
　
　
　
行

島
澤
。
野

中
瀧
樋
星
柳

※掲載を希望しない方は届け出の

際に申し出てください。

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
は
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か
ら

で
す
が
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
六

十
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
間
で
も
繰

り
上
げ
て
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
早
く
年
金
を
受
け
ら

れ
る
分
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
し
も
有
利
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求

（
受
給
）
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
①
請
求
し
た
年
齢
に
よ
っ
て
年

　
　
金
額
が
減
額
さ
れ
（
別
表
参

　
　
照
）
、
し
か
も
そ
の
減
額
率
は

　
　
生
涯
続
き
ま
す
。

　
②
第
二
号
被
保
険
者
と
な
っ
た

　
　
場
合
、
そ
の
期
間
支
給
は
停

　
　
止
さ
れ
ま
す
。

　
③
寡
婦
年
金
の
受
給
権
を
失
い

　
　
ま
す
。

　
④
障
害
者
に
な
っ
て
も
、
障
害

　
　
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ

　
　
ん
。

　
⑤
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

　
　
金
・
退
職
共
済
年
金
は
支
給

　
　
停
止
と
な
り
ま
す
。

　
と
い
う
制
約
が
発
生
し
ま
す
。

「
人
生
八
十
年
」
の
時
代
を
迎
え
、

年
金
は
安
定
し
た
老
後
生
活
の
支

え
と
な
る
も
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
老
齢
基
礎
年
金

の
繰
上
げ
請
求
（
受
給
）
を
希
望

す
る
場
合
、
後
悔
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
よ
く
考
え
て
か
ら
に
し

ま
し
よ
・
つ
。

％

20％

國28％

囲35％
　　　　　42％

注）60歳までの全期間保険料を納めた場合の年金額です。

　
年
金
相
談
を
下
記
に
よ
り
行
い

ま
す
の
で
、
老
齢
年
金
、
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
な
ど
わ
か
ら
な
い

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
過
年
度
分
の
未
納
保
険

料
の
徴
収
も
行
い
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

場
　
所

相
談
員

10
月
1
8
日
働

10
時
～
1
5
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

長
岡
社
会
保
険
事
務
所

職
員

”
児
童
手
当
の
認
定
請
求
の
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
“

　
平
成
3
年
1
月
2
日
以
後
に
生

れ
た
第
1
子
に
つ
い
て
は
、
平
成

4
年
1
月
か
ら
新
た
に
児
童
手
当

の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。
該
当

す
る
方
は
、
認
定
請
求
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
認
定
請
求
の
手
続
き
は
、

平
成
3
年
1
1
月
1
日
か
ら
役
場
住

民
課
で
行
い
ま
す
の
で
早
め
に
手

続
き
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。
認
定

さ
れ
ま
す
と
、
平
成
4
年
1
月
分

か
ら
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

－
ま
た
、
認
定
請
求
の
手
続
き
が

平
成
4
年
2
月
以
降
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
児
童
手
当
の
支
給
は
認

定
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
か
ら
支
給
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
認
定
請
求
の
手
続
き
に

は
次
の
物
を
ご
持
参
下
さ
い
。

・
印
鑑

・
子
供
の
父
親
の
健
康
保
険
証

・
子
供
の
父
親
名
義
の
貯
金
通
帳

　
平
成
四
年
四
月
、
新
た
に
保
育

所
へ
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の

受
付
を
始
め
ま
す
。

受
付
期
間
　
十
一
月
一
日
㈲
か
ら

十
五
日
働
ま
で
．

入
所
資
格
　
村
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
保
育
に
欠
け
る
児
童
。

提
出
書
類
　
申
請
書
と
添
付
書
類

は
役
場
住
民
課
ま
た
は
各
保
育
所

に
あ
り
ま
す
。

入
所
選
考
　
保
育
に
欠
け
る
程
度

の
高
い
児
童
か
ら
入
所
決
定
し
ま

す
．
定
員
を
超
え
て
希
望
の
あ
る

場
合
は
、
そ
の
保
育
所
へ
入
所
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
役
場
住
民
課
ま

た
は
各
保
育
所
へ
。

κ



騨　　　　　　鑛　　　簿灘
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ず
　
　
　
さ

臓・・
醒
臓
消

樫
‘〃

1
、
採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
　
消
防
士
　
若
干
名

2
、
受
験
資
格

　
ω
高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成
4

　
　
年
3
月
卒
業
予
定
者
を
含

　
　
む
）
で
、
昭
和
4
4
年
4
月
2

　
　
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

　
③
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南

　
　
町
、
中
里
村
に
居
住
可
能
な

　
　
者

　
⑥
身
長
㎜
㎝
以
上
、
胸
囲
は
お

　
　
お
む
ね
身
長
の
％
以
上
、
体

　
　
重
5
0
㎏
以
上
、
視
力
両
眼
の

　
　
場
合
憾
以
上
、
一
眼
の
場
合

　
　
そ
れ
ぞ
れ
％
以
上
（
矯
正
視

　
　
力
可
）
で
色
神
正
常
、
そ
の

　
　
ほ
か
身
体
強
健
で
体
質
上
欠

　
　
陥
の
な
い
者
。

4
、
採
用
予
定
年
月

　
　
平
成
4
年
4
月
1
日
の
予
定

5
、
受
験
手
続
き

　
①
申
し
込
み

　
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務

　
　
課
へ
次
の
書
類
を
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
ア
、
受
験
申
込
書
（
用
紙
は

　
　
本
部
総
務
課
、
中
里
消
防

　
　
結
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま

　
　
す
。
）

　
イ
、
最
終
卒
業
学
校
の
成
績

　
　
証
明
書
（
卒
業
見
込
の
者

　
　
は
前
年
の
も
の
、
調
査
書

　
　
で
も
可
）

③
申
し
込
み
期
間

　
　
平
成
3
年
1
0
月
7
日
か
ら

　
　
1
0
月
2
5
日
午
後
5
時
ま
で

死
焼
者
の
半
分
が

　
　
　
　
　
　
お
年
寄
り
で
す

　
ど
う
し
て
も
行
動
が
遅
れ
が
ち

で
万
一
火
が
出
て
も
う
ま
く
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
き
ず
大
や
け
ど
を
負
っ
た
り
、

焼
死
す
る
危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。

・
安
全
性
の
高
い
暖
房
器
具
等
を

　
使
う
。

・
防
災
寝
具
等
の
防
災
製
品
を
使

　
・
フ
。

・
住
宅
用
の
火
災
警
報
器
や
ス
プ

　
リ
ン
ク
ラ
ー
（
自
動
消
火
）
を

　
設
置
す
る
。

・
屋
外
に
出
や
す
い
部
屋
で
寝
る

　
な
ど
に
よ
り
皆
ん
な
で
注
意
し

　
ま
し
ょ
・
つ
。

火
災
を
半
分
に
減
ら
す
方
法

住
宅
火
災
1
0
件
の
う
ち

・
こ
ん
ろ
の
消
し
忘
れ
（
天
ぷ
ら

　
な
べ
）
な
ど
を
な
く
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
2
件
防
げ
る

・
た
ば
こ
の
消
し
忘
れ
、
寝
た
ば

　
こ
を
や
め
れ
ば
　
1
件
防
げ
る

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
の
洗
濯
物
や
風

　
呂
釜
の
か
ら
焚
を
や
め
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
1
件
防
げ
る

．
火
あ
そ
び
を
な
く
し
、
た
き
灰

　
に
注
意
す
れ
ば
　
1
件
防
げ
る

1
簡
単
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
1

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
免
状
の

所
有
者
は
、
免
状
の
交
付
を
受
け

て
か
ら
1
0
年
ご
と
に
、
免
状
に
貼

付
さ
れ
て
い
る
写
真
の
貼
り
換
え

（
写
直
書
換
え
）
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
1
0
年
以
上
経
過
し
た
人

は
平
成
4
年
3
月
31
日
ま
で
に
写

真
の
貼
り
換
え
を
行
な
わ
な
い
と

免
状
が
失
効
し
ま
す
。
申
請
書
は

消
防
本
部
予
防
課
お
よ
び
消
防
中

里
詰
所
（
智
6
3
1
2
5
3
6
）
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
該
当
さ

れ
る
人
は
早
め
に
申
請
し
て
下
さ

い
。

　
税
務
課
で
は
、
農
業
所
得
の
あ

ξ
と
思
わ
れ
る
世
帯
へ
耕
作
状
況

調
書
と
農
業
所
得
申
告
書
を
配
布

し
ま
し
た
。
調
書
、
申
告
書
と
も

今
年
の
作
付
け
状
況
等
を
記
入
の

う
え
、
1
0
月
31
日
ま
で
に
税
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
、
そ

の
際
、
両
方
と
も
捺
印
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

調
書
、
申
告
書
に
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
申
告
者
名
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
正
し
い
申
告
者
名
に
書

き
か
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
標
準
外
控
除
（
機
械
借
入
金
の

利
子
等
の
控
除
）
の
場
合
は
、
領

収
書
、
証
明
書
が
な
い
と
控
除
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
（
機
械
、
自
動

車
等
の
場
合
は
購
入
し
た
年
だ
け

領
収
書
が
必
要
で
す
。
）
ま
た
、
1
0

月
31
日
ま
で
に
領
収
書
を
発
行
し

て
も
ら
え
な
い
場
合
は
、
発
行
し

て
も
ら
っ
た
時
点
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
青
色
や
収
支
申
告
を
さ

れ
る
方
は
そ
の
旨
申
告
書
に
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今月の納税と振替日

■村県民税（10月31日）
■国民健康保険料　　（10月31日）

■国民年金保険料　　（10月25日）

■保　　育　　料　（10月31日）

　　　　20件

　　　　24人

　　　282日

（9月末累計）

●事故発生件数

●傷者

●死亡事故ゼロ

村
民
テ
ニ
ス
大
会
結
果

9
月
8
日
清
田
山
運
動
公
園

〈
男
子
〉

優
勝
　
服
部
恭
久
（
芋
沢
）

2
位
　
南
雲
吉
之
（
堀
之
内
）

3
位
池
田
優
（
宮
中
）

〈
女
子
〉

優
勝
　
金
・
年
和
（
上
村
病
院
）

2
位
　
中
沢
　
泉
（
上
山
）

3
位
　
春
日
裕
子
（
上
村
病
院
）

平成3年10目10日広報躍”宣と：！7
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新
潟
県
で
は
、
平
成
三
年
度
の

経
営
事
項
審
査
申
請
の
受
け
付
け

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
申
請
対
象
者

　
国
、
県
、
市
町
村
等
公
共
発
注

　
機
関
に
来
年
度
建
設
工
事
の
入

　
札
参
加
を
希
望
す
る
建
設
業
者

　
（
た
だ
し
、
県
や
多
く
の
機
関

　
で
は
、
今
年
入
札
参
加
の
申
請

　
を
行
っ
た
業
者
は
心
要
あ
り
ま

　
せ
ん
。
詳
し
く
は
各
機
関
に
間

　
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
）

▼
申
請
受
付
期
問

　
1
0
月
1
5
日
…
…
W
か
ら
1
2
月
2
5
日
㈱

　
ま
で

▼
申
請
書
の
提
出
先

●
新
潟
県
知
事
許
可
業
者

　
所
管
の
土
木
事
務
所

●
建
設
大
臣
許
可
業
者

　
土
木
部
監
理
課

▼
申
請
書
の
提
出
方
法

　
郵
送
に
よ
る
申
請
は
受
け
付
け

　
ま
せ
ん
。
必
ず
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
土

木
事
務
所
又
は
土
木
部
監
理
課
建

い五設
合五業
わ一係
せ一一＿
て内智
く線○
だ三二
さ一一五

い八10　⊥　 一一＾

　ノペ　
　）八
　へ五
　問1

轟

　
近
年
、
生
活
ご
み
の
増
大
が
目

だ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
で
の
家
庭
よ
り
搬
出
さ

れ
る
一
般
ご
み
は
わ
ず
か
5
年
間

で
2
6
％
増
と
急
激
に
増
大
し
て
お

り
、
施
設
の
処
理
能
力
を
超
え
る

ご
み
が
毎
日
搬
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
ご
み
の
適
正
な
処
理
を

進
め
る
た
め
に
、
ご
み
の
排
出
抑

制
、
ご
み
の
有
効
利
用
な
ど
に
よ

る
減
量
化
を
促
進
す
る
こ
と
が
重

要
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
村
民
一
人
一
人
の
ご
み

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
そ
し
て

協
力
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
不
安
定
な
ご
み
処
理
は
私
た
ち

の
生
活
を
不
快
に
さ
せ
る
上
に
環

境
破
壊
を
招
く
結
果
と
な
り
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
ご
み

の
排
出
抑
制
、
減
量
化
に
ご
協
力

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
近
年
、
．
家
庭
生
活
と
職
業
生
活

を
調
和
さ
せ
な
が
ら
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
と
し
て
働
く
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
勤
続
年
数
も

伸
び
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
労
働

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用

す
る
事
業
主
の
方
は
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
指
針
（
平
成
元
年
六
月
、

労
働
省
告
示
）
に
基
づ
い
た
雇
用

労
務
管
理
を
行
う
よ
う
、
次
の
こ

と
に
つ
い
て
御
留
意
下
さ
い
。

○
雇
入
通
知
書
の
交
付

○
就
業
規
則
の
整
備
　
　
’

o
年
次
有
給
休
暇
の
付
与

o
通
常
の
労
働
者
と
の
均
衡
等
を

　
考
慮
し
た
賃
金
、
賞
与
及
び
退

　
職
金
の
決
定

○
福
利
厚
生
施
設
の
利
用

○
健
康
診
断
の
実
施

○
雇
用
保
険
の
適
用

○
通
常
の
労
働
者
へ
の
応
募
機
会

　
の
優
先
的
付
与

o
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
労
務
管
理

者
の
選
任

o
所
定
労
働
時
間
が
通
常
の
労
働

　
者
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
労
働
者
に

　
つ
い
て
は
、
通
常
の
労
働
者
と

　
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
す

　
る
よ
う
努
め
る
こ
と

一一一層一層響

　
詳
し
く
は
、
新
潟
婦
人
少
年
室

（
電
話
〇
二
五
－
二
六
六
1
0
0

四
七
）
、
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督

署
、
公
共
職
業
安
定
所
に
お
間
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
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▲髭幽浩路競

申里樹交化鼓演

出会い・ふれ愛・感動
　　　　そして今、何かが生まれる

r
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I
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姥毒平成3年犯月鱗目佃難簾鰯場辮灘舗織
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
・と晶中里村総合セン紐一（蝶鋤　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
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　　北陸地方3か月予報（1。月～12月）

　　　　　　　　　　　　　　　平成3年9月20禰
　　　　　　　　　　　　　　　新潟地叢気象台発表
110周の吊報】

　移動椎高気匪におおわ擬て晴貌る囲が多い簿骸よう。
【舗周】

　薗回の3か月罷報と変璽なく冬の訪凝ぱ平年鍾簿霧。

天気は周期的に変わり、移動牲高気圧におおわ藏購れ

る圏もあるが冬型の気圧配置とな鐙し饗職る蓮蓬もあ

ります。

【12周】

　冬型の気圧配置となりじく1裁ることもあるが覆続き

せ蕉、晴腕て暖かい圏が多いて｝しよう。

およその紹メージ

　　　　10月　　　　　　　11月　　　　　　　12月

暖かい日が
　　　　　　多い

一時冬型の
　　気圧配置

移動性高気圧
晴天



　
　
ク
矛

■
㎜
鐸

㊧
‘

　　　　　　　　　馨　　　　　　蕪　　　難懸

懸
灘
鑛
凝

蕪
認
琵
灘
灘
鍛
醸
甜
灘

　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
（
北
魚
沼
郡
堀
之
内
町
）
で
は

平
成
4
年
度
の
生
徒
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

　
募
集
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

募
集
訓
練
科
・
定
員

　
建
築
科
　
2
0
名

　
左
官
科
　
2
0
名

応
募
資
格

　
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校
卒
業

以
上
（
平
成
4
年
3
月
卒
業
予
定

者
を
含
む
）

聴舅室

年
齢
　
お
お
む
ね
3
0
歳
以
下

訓
練
期
間
　
2
箇
年

願
書
受
付
け
期
間

　
平
成
3
年
1
0
月
7
日
㈲
か
ら

　
平
成
3
年
n
月
5
日
㈹
ま
で

選
考
日
時

　
平
成
3
年
1
1
月
22
日
働

　
午
前
9
時
か
ら

　
詳
し
く
は
当
校
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

盈
〇
二
五
七
九
－
四
－
二
四
一
〇

平
成
4
年
4
月
開
校

新
潟
職
蒙
灘
線
簸
難

　
　
麹
馨
犠
轟
簗
態
馨

　
平
成
4
年
4
月
開
校
予
定
の
新

潟
県
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
の
学

生
を
左
記
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
記
．

募
集
科
・
定
員
等

科
名

定
員

計

生
産
技
術
科

20
名

名oo1

制
御
技
術
科

20
名

情
報
処
理
科

20
名

電
子
技
術
科

20
名

住
居
環
境
科

20
名

　
い
ず
れ
の
科
も
修
業
年
限
は
2

年
（
昼
間
課
程
）
で
男
女
を
間
わ

な
い
。

応
募
資
格

　
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

含
む
）
又
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

者
。願
書
受
付
　
平
成
4
年
1
月
2
0
日
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　　　　※消費税は含まれていません　10月未現在

略
9

韮　　蕪　　繍 甥　癖 鑑蒙費 叢負業著 完覆競鑑国

騰灘講難線災警獲擁 阿　　寺 　千円
31，300 ㈱三高土木

H4年
3月13日

離遊拳灘業幽糠礫叢 堀之内 5，600 ㈲宗家土建 H4年1月7日
総替鍵繋諜一還轍線礫嚢 上　　　山 6，200 ㈲広田土木 12月15日

躾畑難獲黙踏復騰 牧　　畑 1，370 南雲産業 11月2日

鶏灘拳溝霊裁雛灘莚藻 上　　　山 1，850 ㈲宗家土建 10月23日

藩遊拳綴棄幽纏舗装 堀之内 2，700 福田道路㈱ 11月22日

欄1遊整幽圭道縫礫叢 上　　　山 13，850 ㈲星野建設 H4年1月7日

輩溝辮莚越線礫嚢 上　　　山 28，100 大村建設㈱ H4年3月22日
蒸屋敷灘關縫舗叢維撰蔭繕 本屋敷 1，800 福田道路㈱ 11月23日

羅麗敷欝櫓糠舗蓑維撰膠繕 本屋敷 7，850 福田道路㈱ 11月23日
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㊥母親慧級磁簑嬢検診

　鎌雛翻鐡　墨獄病雛

　羅親撃級1慶櫛獄露菊一欝鋤

　　　　　㈱欝萎難娠鞭鐙保鍵

　　　　　　　　赤鶏繕幾鐙鐵浴・震類

　難婦験診1饗糊妻欝認嬢一鍛髄

◎乳幼携検診

　難潟鑑鶏㈱　保健鍵灘鍵一

　蒙騰検診　欝．窪．銘．鎌輔．蓬．雛盤

　　　　　　薮．慧．趨．峯一雛．雛盤

◎献轟　麹蒲麗欝㈹　繰灘懸鶉驚一繭

、菱㈱騰舞購馨脚灘轟…鯉

◎蕊獲溌合　第一期・第墨期

一酉鐵懸き・i滋欝灘舞灘・破傷鳳一

　麹搬磯㈱織穣潟簸霞㈱

　i総脊難灘雛一　欝鞭態報雛壌懸、

◎鑛懲隷盤慰鍵羨灘，

　霊醐雛麟㈱嚢醗鍵蹴叢麟鍵＠盤雛鞠

平成3年10月10日広報躍”宣と：19



　10月11日～11月10日

カレンダー

涌井いづみさん

集落桂
青春しτます

昭和44年5月24日生まれ22歳

11働
心配ごと相談日（山本ケン）　合老人福祉
センター　（D13二30～16：00

⑬ゆ
中里村健康づくりフェア’91合清津スキー
場（D10二〇〇～15：00

村民健康ウォーク合総合センター
○集合　8：00～

14（月） 丸山浩路ステージ講演会合総合センター
（D19二〇〇～

15（幻 コレステロール教室合健康センター
∈）8二30～12二〇〇

17（木） 糖尿病検診結果説明会合保健センター
（D8：30～12二〇〇

18働

行政相談日（山田正平）　合老人福祉セン
ター　　（！）13：30～16：00

心配ごと相談日（藤田義一）　合老人福祉
センター　（D13：30～16二〇〇

老人スポーツ大会合村民体育館
（D9：00～12二〇〇

⑳（日）

村民芸能祭合村民体育館（D10：00～
体育協会長杯テニス大会合清田山自然運
動公園　（⊃9：00～

小原運動会合村民グラウンド
（D9：00～15：00

22（幻

「タ暮れ時の交通事故防止運動」

～10／30休）までの10日間

中里村村議会議員一般選挙告示合役場議

場08二30～

25働
心配ごと相談日（根津敬）　合老人福祉セ
ンター　　（D13：30～16二〇〇

コレステロール教室合保健センター
08：30～15二〇〇

26q，「秋の火災予防運動」～11／1まで
⑳（日）

中里村村議会議員一般選挙（D7：00～

29（幻 一人暮し老人昼食会合老人福祉センター
010二〇〇～15二〇〇

り倫 心配ごと相談日（村山篤稔）　合老人福祉
センター　013：30～16：00

2GD 野球協会長杯少年野球大会合田沢小グラウンド　（D13二〇〇～

③（日） 「文化の日」

芸術祭合総合センター　（D9：00～17二〇〇

④（月） 振替休日

芸術祭合総合センター　（D9：00～16：00

8㈲ 心配ごと相談日（山本ケン）　合老人福祉
センター　（！）13：00～16二〇〇

　　　※変更する場禽があります．御駕の際は確認を

　　　　　　　　　　おねカ§㌧・拶ます。
難難灘灘．瓢灘縫難　 難繋醤．一…．．㎜、．㎜、、．

む　　　　亀

星座双子座
血液型0型
身長156cm
新潟中央銀行十日町支店で事務

をしています。趣味はビデオ鑑賞

と、小さい頃から習っていたピア

ノ演奏。休日は友達とカラオケで

歌ったり、食事に出かけたりして

います。今楽しいことは、仕事を

忘れて友達と休日をめいっぱいエ

ンジョイすること。結婚は25～26

歳頃。村への要望は、宮中の温泉

活用を、かけ声だけではなく現実

の形として、クワハウスのような

施設を早く作ってほしい。

⑳津南病院窄窪謝1

⑳中条病院翫謂1

⑳大坪医院鷲謂1

⑳上村病院囎璽lll1

⑭富田医院禅講1

⑳津南病院窄窪調11

隔
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　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1．愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

　三三九度
　秋の結婚シーズンともなれば、

あちこちの結婚式場で「三三九

度の杯を交わす」新郎新婦が多

くなります。

　　　　　　　　　みつ　「三三九度」は大・中・小三
ぐ

組みの杯で、三度、杯をやりと

りすること。吉数とされる奇数
　　　　　　　けんぱい臼の三を重ねためでたい献杯の儀

式は、昔から、出陣するときや

　　　　　　　　くこん婚礼の際に行われ、「三三九献」

とか「三種三献」とも呼ぱれて

きました。

　スポーツの応援などでみられ

る「三三七拍子」の拍子は、三・

三・七回ずつ手をたたくもので、

三も七も吉数ということになり

ます。

　　　　　　　ほん　仏教でいう’「三三の品」は．

極楽浄士に往生するものが．生

前の行いによって受ける九つの
　　くほん　　　　　　　　　じょうぼんちゅう
段階「九品」のこと。上品・中
ぼん　　げぼん　　　　　　　　じょうしょうちゅうしょう

品・下品を．さらに上生・中生・
げしょう

下生に分けたもので、上品上生

から下品下生までの九段階にな

っています。
　　くほんぶつ
　「九品仏」は、九品に分けた
　　あみだぶつ九体の阿弥陀仏。江戸時代は、
　　　　　　さんけいそれを安置した寺へ参詣する「九

　i品仏参り」が盛んでした。

一≡圭i極楽へ行きたいという庶
ロ1民の願いが強かったこと

葉ゆ表れでし轟
　　＼＼＿

のルーツ

9月末現在
（）は前月比

●人口男3，375人（＋2）女3，368人（一4）計6，743人（一2）●世帯数1，640（「＋3）
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